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議　　案　　名
採
決
結
果

多
賀
　
法
華

児
玉
　
幸
久

松
林
　
孝
之

上
代
　
和
美

矢
壁
　
正
弘

内
田
　
裕
紀

中
林
　
　
孝

高
橋
　
英
次

景
山
登
美
男

藤
原
　
充
博

早
樋
　
徹
雄

景
山
　
利
則

内
田
　
精
彦

職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の
採用等に関する条例の一部を改正する条例制定の専
決処分の承認を求めることについて

承
認 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

雲南広域連合個人情報保護条例の一部を改正する条
例について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算（第２号） 可
決 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算
（第３号）

可
決 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度雲南広域連合下水道事業会計補正予算
（第１号）

可
決 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「〇」…賛成　「●」…反対　「-」…欠席採決結果　議案の賛否状況です。なお、佐藤隆司議長は裁決に加わりませんでした。

議会報告
雲南広域連合

令和3年12月24日、令和3年12月雲南広域連合議会定例会を開催しました。
この議会には次の議案を提出し、いずれも原案のとおり承認・可決されました。

●職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定
の専決処分の承認を求めることについて

　令和３年人事院勧告等及び構成市町の対応に基づ
き、期末手当の支給率を下げるため所要の改正をし
ました。

●雲南広域連合個人情報保護条例の一部を改正する
条例について

　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備
に関する法律及びデジタル庁設置法の制定に伴う、
条項の整理等の所要の改正をしました。

●令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算（第２号）
　既定額から歳入歳出 8,005 千円を減額し、総額
を 1,414,063 千円としました。
　【主な内容】
　・人件費　　　　　　　　△ 9,625 千円
　・消防総務管理費（修繕費）　2,000 千円

●令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算
（第３号）

　既定額から歳入歳出 456 千円を減額し、総額を
8,302,527 千円としました。
　【内容】・人件費　 △ 456 千円

●令和３年度雲南広域連合下水道事業会計補正予算
（第１号）

　①収益的支出の補正
　　・営業費用（人件費）　△ 54 千円
　②流用することができない経費補正
　　・職員給与費　　　　△ 54 千円

― 議 ― 決 ― さ ― れ ― た ― 事 ― 項 ―

定 例 会

令 和 3 年

12月
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議会報告
雲南広域連合

定 例 会

令 和 4 年

2月

令
和
４
年
２
月
雲
南
広
域
連
合
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
令
和
４
年
度
の
取
り

組
み
に
お
け
る
私
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
上

げ
、
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
広
域
観
光
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
例
年
１
月
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」
が
、
昨
年
に
続
き
中

止
と
な
り
、
テ
レ
ビ
特
番
「
テ
レ
ビ
で
島
根
ふ
る

さ
と
フ
ェ
ア
」
の
放
映
に
変
更
と
な
っ
た
ほ
か
、

雲
南
地
域
内
で
計
画
し
て
い
た
観
光
事
業
も
変
更

や
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
出
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
据
え
つ
つ
、

ま
た
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
変
化
も
把
握
し
な
が
ら
、

再
開
期
に
向
け
た
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や
魅
力

向
上
を
中
心
に
行
う
考
え
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
向
け
に
は
、
英
語
で
案
内
が
で
き
る
地
域
ガ
イ

ド
養
成
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を
、
国
内

客
向
け
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
用
の
観
光
Ｐ
Ｒ

番
組
の
制
作
や
、
美
肌
、
た
た
ら
、
食
、
伝
統

工
芸
な
ど
の
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
少
人
数
向
け
の
旅

行
商
品
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
取
り
組

み
に
当
た
っ
て
は
、
う
ん
な
ん
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
島
根
県
、
山
陰
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
機
構
、
木
次
線
利
活
用
推
進
協
議
会
な

ど
の
関
係
機
関
や
隣
接
す
る
圏
域
と
の
連
携
を
深

め
、
取
り
組
み
が
広
が
り
を
持
ち
継
続
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

ま
た
、
広
域
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

共
通
課
題
に
つ
い
て
の
研
修
会
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
行
う
団
体
へ
の
助
成
な
ど
、
広
域
連

携
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年

度
で
あ
る
令
和
３
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

状
況
は
概
ね
計
画
ど
お
り
の
推
移
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
利
用
控
え
と
思
わ
れ
る
計
画
値
を
下

回
る
実
績
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
層
徹
底

し
た
感
染
予
防
策
を
講
じ
、
利
用
者
の
皆
様
が
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
市
町
と
連
携
し
、
居
宅
で
で
き
る

介
護
予
防
運
動
の
普
及
を
さ
ら
に
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

雲
南
広
域
連
合
長

所
信
表
明

令
和
４
年
度
は
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

９
期
）
の
基
礎
調
査
年
度
で
あ
り
、
在
宅

介
護
実
態
調
査
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。
家
族
の
介
護
状
況
や

高
齢
者
の
心
身
の
状
況
等
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
を

次
期
計
画
の
策
定
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
20
日
に
成
立
し
た
令
和
３

年
度
国
の
補
正
予
算（
第
1
号
）に
お
い
て
、

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
目
的
に
収
入
を
３
％

（
月
額
９
，
０
０
０
円
）
程
度
引
き
上
げ
る
た
め

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
令
和
４
年
２
月
か
ら
前
倒

し
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
10
月
以
降
は
介
護
報
酬
の
臨
時
改

定
に
よ
り
同
様
の
措
置
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
増
加
す
る

介
護
給
付
費
の
う
ち
第
１
号
保
険
料
で
負
担
す
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
介
護
給
付
費
準

備
基
金
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
保

険
料
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
考
え
で
す
。

雲
南
広
域
連
合
と
し
て
は
、
介
護
人
材
の
確

保
・
定
着
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
も
各
事

業
所
に
お
い
て
、
こ
の
補
助
金
等
が
活
用
さ
れ
、

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
よ
う

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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雲
南
広
域
連
合
　
議
会
報
告

次
に
、
消
防
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
令
和

３
年
中
の
災
害
出
動
状
況
は
、
火
災
が
23

件
で
対
前
年
７
件
の
減
少
、
救
急
は
２
，
２
７
２

件
で
対
前
年
１
０
４
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
に
搬
送
し
た
傷
病
者
は
２
，

２
０
２
人
で
、
対
前
年
１
３
４
人
の
増
加
、

う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
１
，
６
６
５
人
で
あ

り
、
76
％
を
占
め
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
搬

送
人
員
は
１
２
４
人
で
、
対
前
年
７
人
の
増
加
、

救
助
出
動
は
80
件
で
、
対
前
年
６
件
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
医

療
従
事
者
に
対
す
る
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
予
定
し
て
い
た
消
防
職
員
は
、

２
月
17
日
に
全
員
が
接
種
を
完
了
い
た
し
ま
し

た
。
島
根
県
で
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

適
用
に
伴
う
対
応
が
20
日
を
も
っ
て
解
除
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染

拡
大
に
つ
い
て
、
な
お
危
惧
す
る
状
況
に
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

業
務
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
消
防
関
係
の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
雲
南
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
救

助
工
作
車
に
つ
い
て
、
平
成
14
年
度
に
整
備
し
て

か
ら
20
年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
車
両
更
新
計

画
に
沿
っ
て
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
基
本
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
す
消
防
庁
舎
大

規
模
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
奥
出

雲
署
の
実
施
設
計
か
ら
着
手
し
、
令
和
７
年
度
に

３
消
防
署
全
て
の
事
業
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
も
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
防
災
機
関
と
し
て
、
一
層
の
職
員
資

質
の
向
上
を
図
り
、
住
民
の
負
託
に
応
え
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
公
営
企
業
法
を
適
用
し
て

か
ら
丸
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
公
営
企
業
法
適
用
に
併
せ
て
見
直
し
た
下
水

道
事
業
経
営
戦
略
に
従
い
、
引
き
続
き
合
理
的
・

能
率
的
な
施
設
運
営
に
よ
り
収
益
的
収
支
の
均
衡

を
図
り
、
将
来
を
見
据
え
た
経
営
基
盤
の
強
化
と

財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。さ

て
、
本
定
例
会
に
提
出
す
る
議
案
は
、
条

例
の
一
部
改
正
２
件
、
令
和
３
年
度
補
正

予
算
２
件
及
び
令
和
４
年
度
当
初
予
算
３
件
の
計

７
件
で
あ
り
ま
す
。
慎
重
な
る
ご
審
議
の
う
え
可

決
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
４
年

度
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

雲
南
広
域
連
合
長
所
信
表
明

定 例 会

令 和 4 年

2月

議　　案　　名
採
決
結
果

多
賀
　
法
華

児
玉
　
幸
久

松
林
　
孝
之

上
代
　
和
美

矢
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橋
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景
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山
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彦

雲南広域連合公告式条例及び職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算 ( 第３号 ) 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算 ( 第４号 ) 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度雲南広域連合一般会計予算 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度雲南広域連合介護保険特別会計予算 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度雲南広域連合下水道事業会計予算 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「〇」…賛成　「●」…反対　「-」…欠席

●雲南広域連合議会会議規則の一部を改正する規則について
　女性をはじめとする多様な人材が、議員として活動しやすい環境づくりの要請並びに行政
手続等における押印について所要の改正をしました。

議　員　発　議議　員　発　議
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令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算 ( 第３号 ) 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算 ( 第４号 ) 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度雲南広域連合一般会計予算 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度雲南広域連合介護保険特別会計予算 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度雲南広域連合下水道事業会計予算 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採決結果　議案の賛否状況です。なお、佐藤隆司議長は裁決に加わりませんでした。

令和４年２月１８日、令和４年２月雲南広域連合議会定例会を開催
しました。
この議会には次の議案を提出し、いずれも原案のとおり可決されま
した。

― 議 ― 決 ― さ ― れ ― た ― 事 ― 項 ―

●雲南広域連合公告式条例及び職員の服務の宣誓に
関する条例の一部を改正する条例について

　雲南広域連合の行政手続等の効率化を図るため、
押印の取扱いを見直すことから、関係する条例につ
いて所要の改正をしました。

●職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例について

　会計年度任用職員に係る育児休業取得要件の緩和
等について、地方公務員法に基づき、国家公務員の
措置と権衡を図るため所要の改正をしました。

●令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算（第3号）
　既定額から歳入歳出 15,862 千円を減額し、総額
を 1,398,201 千円としました。
　【主な内容】
　・消防庁舎大規模改修事業 △ 7,300 千円
　・災害対応特殊消防ポンプ自動車整備事業

　　△ 2,500 千円
　・企画事業 △ 3,998 千円
　・人件費 △ 2,110 千円

●令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予
算（第４号）

　既定額から歳入歳出 21,258 千円を減額し、総額
を 8,281,269 千円としました。
　【内容】
　・地域支援事業　　 △ 18,518 千円
　・保険給付費　 　 △ 2,980 千円

●令和４年度雲南広域連合一般会計予算
　歳入歳出予算の総額は、それぞれ 1,463,337 千
円（対前年 4.4％増）と定めました。

　（詳細は６ページ）

●令和４年度雲南広域連合介護保険特別会計予算
　歳入歳出予算の総額は、それぞれ 8,234,309 千
円（対前年 0.8％増）と定めました。

　（詳細は７ページ）

●令和４年度雲南広域連合下水道事業会計予算
〈業務予定量〉
　下水汚泥　16,402t（対前年 9.9％減）
　農業集落排水・浄化槽・し尿他汚泥 26,658t

（対前年 5.5％減）
〈3 条予算〉
　収益的収入　366,431 千円（対前年 0.3％増）
　収益的支出　370,976 千円（対前年 0.3％増）

〈4 条予算〉
　資本的収入　 11,402 千円（対前年 41.3％増）
　資本的支出 　20,323 千円（対前年 0.5％増）

（詳細は７ページ）
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一般会計

主な財源

主な使い道

雲南広域連合当初予算の概要雲南広域連合当初予算の概要
令和４年度

　予算額は 1,463,337 千円です。前年度当初予算と比べて、62,304 千円
（4.4％）の増額となりました。

　構成市町負担金 1,365,124 千円があります。前年度対比 61,726 千円の増額（4.7％増）

歳 入

歳 出

歳入

市町負担金
1,365,124（93.3%）

繰入金 28,104（1.9%）

諸収入 2,177（0.2%）
使用料及び手数料
2,957（0.2%）

国庫支出金
39,253（2.7%）

県支出金
19,627（1.3%）

財産収入
6,092（0.4%）

繰越金 2（0.0%）

寄付金 1（0.0%）

総務費
内訳

一般管理費
76,526（78.4%）

監査委員費 93（0.1%）
財産管理費
4,159（4.2%）

会計管理費
225（0.2%）

文書広報費
1,657（1.7%）

選挙管理委員会費
71（0.1%）

企画費
14,918

（15.3%）

歳出

消防費
1,149,497（78.6%）

民生費
79,207（5.4%）

総務費 97,649（6.7%）

議会費 1,296（0.1%）予備費 2,000（0.1%）

公債費
133,686（9.1%）

諸支出金 2（0.0%）

令和４年度　一般会計予算（単位：千円）

〇総務費（97,649千円）

○消防費（1,149,497千円）

◦一般管理費……　76,526 千円	 ・人件費　・文書ファイルサーバー更新整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　	 ・地方公務員法改正に伴う定年引上げ対応事業　・人事評価制度整備事業ほか
◦文書広報費……　1,657 千円	 ・広報誌印刷費、ホームページのサーバー保守管理費ほか
◦財産管理費……　4,159 千円	 ・庁舎管理費ほか
◦企画費…………14,918 千円	 ・企画事業…事務費ほか
◦うんなん観光振興事業
インバウンド事業………………地域ガイドの養成及び地域内在住外国人と連携した地域情報の発信
雲南観光PR事業………………SNSやケーブルテレビ網の活用等による興味関心の喚起
観光情報誌作成・設置事業……観光情報誌等の提供
フォトツーリズム事業…………雲南地域とカメラが好きで、SNS等を活用した地域情報の発信に関心がある人材

の発掘及びネットワークづくり
うんなん周遊型観光事業………道の駅・温泉スタンプラリー等による地域内の周遊及び観光消費の促進
プレスツアー事業………………メディアや旅行会社向けの現地視察の誘致

◦雲南の地酒で乾杯推進事業……地酒の普及と消費拡大に関する事業

◦常備消防費………976,646 千円　・人件費　・出動関係需用費等（燃料・消耗品・資機材等の整備等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・庁舎、車両関係役務費、委託料等
◦消防施設費………172,851 千円　・消防庁舎大規模改修事業　・新型コロナウイルス感染防止対策事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　・救助工作車整備事業　　　・高機能消防指令センター整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　・警防活動維持管理事業　　・消防庁舎整備事業
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介護保険特別会計

下水道事業会計

主な財源

主な使い道

　予算額は、8,234,309 千円で、前年度当初予算と比べて 64,841 千円（0.8％）
の増額となりました。

　令和２年度から下水道事業へ地方公営企業法の財務規定を適用し、公営企業会計と
して経理しています。雲南市、奥出雲町、飯南町の下水汚泥等を雲南クリーンセンター
で共同処理します。

　介護保険事業のうち、介護給付費及び地域支援事業費の 50％は、国、県、市町が負担し、残りの 50％を
介護保険料で賄っています。介護保険料は、40 歳以上の方に納めていただき、40 歳から 64 歳の方は 27％
を負担（医療保険料と併せて納めていただいています。）、65 歳以上の方は 23％の負担をしていただくこと
となっています。総務管理費等の介護給付費及び地域支援事業以外の費用は、概ね市町が負担しています。

歳 入

歳 出

歳入

国庫支出金
2,193,639 

（26.6%）

支払基金交付金
（第2号被保険者

保険料）
2,113,595 

(25.7%）

県支出金
1,184,018 

（14.4%）

保険料
（第１号被保険者

保険料）
1,416,165 

（17.2%）

分担金及び負担金
1,182,712 

（14.4%）

諸収入 16（0.0%）
財産収入 157（0.0%）

繰入金 144,005（1.7%） 繰越金 1（0.0%）

使用料及び
手数料 1 
（0.0%）

収入

雲南市・奥出雲・飯南町
からの負担金等

283,881 
（77.5%）

長期前受金戻入
（補助金等対象償却資産

減価償却費見合分）
77,351 
（21.1%）

その他 5,199（1.4%）

歳出

保険給付費
7,568,855（91.9%）

総務費
168,386 

（2.0%）

予備費 1,000（0.0%）

諸支出金 1,313（0.1%）

公債費 741（0.0%）保健福祉事業費
25,156（0.3%）

基金積立金
157（0.0%）

地域支援事業費
468,701（5.7%）

支出

汚泥処理費
246,566（66.4%）

その他
21,029（5.7%）
　

減価償却費
103,381 
（27.9%）

保険給付費
内　訳

介護サービス等諸費
6,833,530（90.3%）

市町村特別給付費 16,200（0.2%）
特定入所者介護
サービス等費
292,660（3.9%）

介護予防サービス
等諸費
238,086 

（3.1%）

審査支払手数料
8,234（0.1%）

高額介護サービス等費
153,145（2.0%）

高額医療合算サービス等費
27,000（0.4%）

令和４年度　介護保険特別会計予算（単位：千円）

令和４年度　下水道事業会計予算（単位：千円）

〇保険給付費（7,568,855千円）

〇総務費（168,386千円）

〇地域支援事業費（468,701千円）

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

〇保健福祉事業費（25,156千円）

　要介護・要支援認定を受けた方が、介護保険サービスを利用したときに係る費用のうち、本人が負担する額を除い
た広域連合 (保険者 ) が負担する額です。
◦居宅サービス費…… 1,861,240 千円　　◦地域密着型サービス費…… 1,860,000 千円
◦施設サービス費…… 2,808,000 千円

　介護保険料の賦課、要介護認定審査に係る費用、介護保険電子機器システムに係る費用、介護人材育成にかかる費
用等です。
◦人件費　　◦電子機器システム費　　◦介護保険料の徴収費　　◦介護認定審査のための費用

収入　　11,402 千円
支出　　20,323 千円
　資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額 8,921 千円は、
過年度分損益勘定留保資金で補て
んします。

　要支援者等を対象とした訪問介護、通所介護、介護予防事業、地域包括支援センターの運営、在宅医療・介護連携
の推進、認知症施策の推進、生活支援コーディネーターの体制整備などの費用です。

　被保険者のみなさん全体を対象にした、地域支援事業以外の介護予防事業、自立支援事業に係る費用です。

当期純利益（税抜）
△ 4,545千円

収入　366,431千円　　 支出　370,976千円
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件

急病
921
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運動競技 4
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加害 1自損行為 15

その他 5
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ドクターヘリ支援
119

救急支援
28

怪煙警戒
9
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7
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雲
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奥
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令和 3 年 1 月 1 日~12月31日
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件 交通

42

機械による事故
1 その他

10

水難 1

ガス酸欠
1

自然
災害

7

令和３年の火災については、火の取扱いの不注意からの火
災が多く発生しました。救急については、平成 22 年以降
2,000 件を超えており、一日の平均出場件数は約６件となっ
ています。
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たき火・草焼きなどによる火災にご注意ください ! 

飯南消防署に消防ポンプ自動車を配備しました 

春先は空気が乾燥し、強い風の吹く日が多いため、
たき火などによる火災が起こりやすい季節です。

消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
川
な
ど
か
ら

ポ
ン
プ
に
よ
り
水
を
吸
い
揚
げ
て

消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。

令和3年10月26日、日頃の積極的な防災活動が認められ、3団体が島根県知事表彰を受賞されました。 

馬木幼児園幼年消防クラブ （仁多郡奥出雲町） 

吉田小学校少年消防クラブ（雲南市吉田町） 17 区自治会防火クラブ（雲南市木次町） 

令和 3 年度　令和 3 年度　島根県 消防表 彰受賞 島根県 消防表 彰受賞 

幼年消防クラブの部 

防火・防災クラブの部少年消防クラブの部 
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介護保険情報コーナー

雲南地区の介護人材確保に向けての
推進会議を開催しました

　介護の日である令和３年 11月 11 日（木）介護人材に関わる関係団体・機関が一堂に会して介護事業所に
おける介護人材の現状に対する共通理解を持つとともに、各主体で実施されている介護人材の養成・確保・定
着のための取り組みの連携と協力体制を構築する場として推進会議を開催しました。
　当日は、雲南広域連合と地域連携協定を締結している広島文教大学の人間科学部　小川教授をはじめ、高等
学校、介護専門職等を養成する教育機関、介護人材確保に関する支援団体、介護サービス事業者を中心に 25
団体から参加をいただきました。

　会議当日の協議資料として、事前に雲南地区の介護事業所を対象にアンケート調査を実施し、実態調査報告
書として活用しました。アンケートでは、介護に求められる人材像から、先を見据えた介護保険事業計画の策定、
雲南地域での人材確保のための仕組みづくり等、多岐にわたる意見・要望が寄せられました。会議当日の意見
交換の場では若年世代の新規参入、外国人介護人材の確保、介護職の処遇改善等について次のとおり活発なご
意見・ご提言をいただきました。

　「介護について理解と認識を深め、介護従事者、介護サービス利用者及び介護家族を支援するとともに、利用者、
家族、介護従事者、それらを取り巻く地域社会における支え合いや交流を促進する観点から、高齢者や障がい者
等に対する介護に関し、国民への啓発を重点的に実施するための日」として、「11月 11日」に決められています。

※「介護の日」とは
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令和４年度 介護保険料の
仮徴収額をお知らせします

　あらゆる業界・分野での人材不足が懸念される中、高齢者を支える対人援助のスペシャリストという介護職
の専門性が社会的に評価をされる仕組みを社会や地域全体で共有することが重要であり、将来的に地元の介護
事業所への就労や定着につながるような「地域循環型の介護人材確保」の仕組みづくりを構築することが求め
られています。

　外国人介護人材の確保は、平成 31年４月に就労目的で即戦力となる在留資格「特定技能」が創設され、外
国人を受け入れるための適正な労働条件や生活面の環境整備を進めることが重要となっています。雲南地域で
も外国人労働者の採用を前向きに考えている介護事業所が多くなっていることから、今後は制度の啓発を重点
的に進めることが大切です。

　雲南広域連合では、介護保険料は年間保険料額を年６回に分け、偶数月（年金が支給される月）に納めてい
ただきます。
　ただし、４月、６月、８月に納めていただく保険料は所得や住民税の課税状況が確定していませんので、仮
に決定した（仮徴収）保険料となります。金額については、４月に「介護保険料仮徴収開始通知書」を 65歳
以上の方にお送りしますので、ご確認ください。

　今後は、推進会議での議論を踏まえ、介護人材確保計画の策定に着手し、また、関係機関とより一層連携を
深めながら、可能なものから事業の創出を図り、介護人材の確保に努めていきます。

　推進会議では、「介護は大切な仕事であり、それを担う介
護事業所も地域の社会資源として必要とされている」といっ
た介護の重要性や「介護について一面的なマイナスイメー
ジが流布されることがありますが、実際の現場においては
とても仕事のやりがいを感じています」といった声が聞か
れました。
　その一方で、賃金水準が依然として他産業平均と格差が
あり、介護職員の更なる処遇改善が求められています。ま
た、同時に介護職員以外の処遇改善についても遅れが目立つようになってきているため、処遇改善策の対象拡
大の要望をより一層国へ働きかける必要があります。

若者世代の新規参入

外国人介護人材の確保

介護職の処遇改善
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❶ 無料です。
❷ 避難所
❸ 個人情報
❹ ご記入をお願いします。
❺ 身分証明書をお持ちですか。

【回答例】
①お金はいりません。ただです。
②逃げるところ。みんなで逃げて集まるところ。
③名前、年または年齢、住んでいるところ
④書いてください。
⑤免許証やパスポートを持っていますか。
　（実物を見せる。）

地
域
づ
く
り
研
修
を

　
　
　

開
催
し
ま
し
た

地
域
づ
く
り
研
修
を

　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

昨
年
11
月
19
日
、
雲
南
地
域
の
自
治
体
職

員
及
び
消
防
職
員
を
対
象
に
、「
や
さ
し
い
日

本
語
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
雲
南
市
を
拠
点
に
外
国
人

の
生
活
支
援
を
行
う
（
一
社
）
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
う
ん
な
んt

と
い
ろ

oiro

の
代
表
理
事　

芝し
ば　

由
紀
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

約
20
名
が
参
加
し
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
練

習
課
題
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
受
講
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
日
本
語
な
の
に
、
言
い
換

え
よ
う
と
思
う
と
言
葉
が
浮
か
ば
な
い
。」、

「
慣
れ
な
い
の
で
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
し
ま
う
。」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

芝
さ
ん
の
講
演
骨
子
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

●
雲
南
地
域
に
は
約
３
５
０
人
の
外
国
人
が

住
ん
で
い
る
。
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
住

民
と
し
て
暮
ら
し
、
納
税
し
て
い
れ
ば
、

日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
。

●
雲
南
地
域
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
な
ど
の

国
籍
が
多
く
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い

人
が
多
い
。

●
や
さ
し
い
日
本
語
は
、
専
門
用
語
や
敬
語
、

慣
用
句
を
使
わ
な
い
「
外
国
人
に
も
伝
わ

り
や
す
い
」
簡
単
な
日
本
語
の
こ
と
。
必

ず
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
必
要

最
低
限
に
し
ぼ
り
こ
む
こ
と
が
大
事
。

●
大
事
な
こ
と
は
、
情
報
の
受
け
取
り
手
に

正
し
く
伝
わ
る
こ
と
。
絶
対
的
な
ル
ー
ル

は
な
い
。
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
い
、
相

手
へ
の
気
遣
い
や
配
慮
も
必
要
。

●
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
い
慣
れ
て
お
く
こ

と
で
、
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
災
害
時
で

も
非
常
に
役
に
立
つ
。

●
昨
今
、
自
動
翻
訳
機
が
普
及
し
て
い
る
が
、

正
し
い
翻
訳
の
た
め
に
も
や
さ
し
い
日
本

語
が
有
効
。

 

〝
や
さ
し
い
日
本
語
〟
で
話
し
て
み
よ
う

あなたも
　チャレンジ！ やさしい日本語に言い換えてみましょう。やさしい日本語に言い換えてみましょう。
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１
月
17
日
、（
株
）
地
域
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
取
締

役
の
前ま
え
た田
浩
輝
さ
ん
を
講
師
に
、「
ま
だ
ま
だ
活
か
せ
る
！
地
域
資
源

を
活
用
し
た
稼
ぐ
観
光
商
品
と
は
。
～
雲
南
地
域
の
観
光
の
可
能
性
～
」

と
題
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
雲
南

地
域
の
観
光
関
連
事
業
者
や
観
光
協
会
職
員
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
約

30
名
が
参
加
し
、
観
光
分
野
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
ヒ
ン
ト
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
前
職
の
（
株
）
リ
ク
ル
ー
ト
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
在
職
時
か
ら
中
四
国
地
方
で
各
地
の
人
た
ち
と
共
に
観
光
資
源

を
発
掘
し
、
自
ら
商
品
開
発
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
例
の
一

つ
と
し
て
、
現
在
開
発
中
の
、
Ｊ
Ｒ
木
次
線
を
活
用
し
た
ガ
イ
ド
付
き

自
転
車
ツ
ア
ー
の
企
画
に
つ
い
て
紹
介
。「
観
光
客
に
一
番
魅
力
的
な
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
。
そ
れ
を
観
光
客
が
見
に

来
る
。
持
続
的
な
取
り
組
み
に
す
る
た
め
に
も
、
地
元
の
人
の
ア
イ
デ

ア
と
外
か
ら
訪
れ
る
人
の
視
点
を
組

み
合
わ
せ
た
観
光
商
品
づ
く
り
が
重

要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
行
政
と
、
住

民
、
民
間
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
に
何
を
担
え
ば
い
い
の
か
」、「〝
雲

南
と
い
え
ば
出
雲
神
楽
＂
の
イ
メ
ー

ジ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
が
い
い
か
」
な
ど

積
極
的
に
質
問
が
出
さ
れ
、
前
田
さ

ん
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
活
か
せ
る
！

　
　
　
　
　
　
　
観
光
資
源

　木次線利活用推進協議会では、JR木次線に乗って参加できるデジタルスタンプラリーを
実施します。専用アプリで車両内または各駅周辺のQRコードを読み取るだけで応募可能。
押印スタンプの数に応じて、木次線沿線の特産品が当たります！詳しくは木次線利活用推
進協議会（事務局：雲南市役所うんなん暮らし推進課　電話 0854-40-1014）までお尋ね
ください。同協議会ホームページ　http://kisuki-line.jp/
※スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末を使用します。また、専用アプリ
「furari」をダウンロードすることが必要です。

▲ＪＲ木次線沿線の自転車ツアー試走の様子
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う
ん
な
ん
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
は
、
松
江
や
出
雲
な
ど
の
近

隣
地
域
か
ら
雲
南
地
域
を
訪
れ
る
人

が
増
え
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
観
光

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
昨
年
春
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
遠
方
へ
の
観
光
は
激
減
し
た

一
方
、
近
場
へ
の
観
光
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
観

　

昨
年
４
月
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
送
を
開
始
し
た
「
美
肌
県
島
根

へ
行
こ
う
！
in
奥
出
雲
エ
リ
ア
」。
雲

南
市
・
飯
南
町
事
務
組
合
及
び
奥
出

雲
町
情
報
通
信
協
会
と
う
ん
な
ん
観

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
共
同
制

作
を
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

番
組
は
、
島
根
県
内
の
全
て
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
加
え
て
全
国
各
地

で
も
放
送
さ
れ
、
の
べ
五
十
局
を
超

え
る
放
送
局
（
加
盟
世
帯
二
百
万
世

帯
超
）
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
で
の
放
送
後
に
は
動
画
投
稿
サ

イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
、
雲
南
地
域
の
出
身
者

 

松
江
、
出
雲
方
面
か
ら
の 

　
　
　
　
　 

観
光
客
増
を
め
ざ
し
て 

 

好
評
に
つ
き
、令
和
４
年
度
も
継
続
放
送 

 「
美
肌
県
島
根
へ
行
こ
う
！
in
奥
出
雲
エ
リ
ア
」 

うんなん観光ネットワーク協議会より

光
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
島
根
県
を

訪
れ
る
旅
行
者
の
大
半
が
松
江
や
出

雲
の
観
光
地
を
訪
問
し
、
松
江
・
出

雲
に
宿
泊
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
を
踏
ま
え
、松
江
や
出
雲
か
ら
〝
も

う
一
歩
先
＂
の
雲
南
地
域
に
訪
れ
る

人
が
増
え
る
よ
う
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

イ
オ
ン
松
江
店
１
階
に
あ
る
、

雲
南
地
域
の
産
直
野
菜
等
を
販
売

す
る
店
舗
で
す
。
こ
の
一
角
に
、

だ
れ
で
も
自
由
に
持
ち
帰
れ
る
よ

う
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
「
温
泉
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
や
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

紹
介
し
た
冊
子
「
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ　

Ｔ
ａ
ｂ
ｉ
」
は
人
気
が
高
く
、
配

置
し
て
も
す
ぐ
に
な
く
な
る
ほ
ど

好
評
で
す
。

　

出
雲
大
社
や
松
江
し
ん
じ
湖
温

泉
へ
訪
問
す
る
人
が
多
く
利
用
す

る
一
畑
電
鉄
の
駅
の
う
ち
、
出
雲

大
社
前
駅
、
電
鉄
出
雲
市
駅
、
雲

州
平
田
駅
、
松
江
し
ん
じ
湖
温
泉

駅
の
４
つ
の
駅
の
電
子
看
板
で
、

Ｐ
Ｒ
用
動
画
を
放
映
し
ま
し
た
。

期
間
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
か

ら
初は

つ
も
う
で詣
の
時
期
を
含
む
、
昨
年
10

月
～
今
年
１
月
ま
で
の
３
か
月
間

で
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
層
へ
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

の
方
々
を
は
じ
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
加
入
し
て
い
な
い
人
や
放
送
圏

外
の
人
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
か
ら

感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
も
継
続
し
て
放
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
令
和

４
年
４
月
の
放
送
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
、
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
番
組
で
紹
介
す
る
雲
南
地

域
ら
し
い
情
報
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
事

務
局
（
雲
南
広
域
連
合
企
画
課　

電

話
０
８
５
４

－

４
７

－

７
３
４
１
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
モ
リ
モ
リ
奥
出
雲
】

【
一
畑
電
鉄
主
要
駅
】

美肌県島根へ行こう！
in奥出雲エリア

YouTubeチャンネル「うんなんエリア観光情報」
からご覧いただけます。

Vol.1

Vol.3

Vol.5

Vol.2 

Vol.4

Vol.6

雲南エリアの魅力を
総合的に紹介。

夏を満喫！

匠をめぐる

涼を楽しむ！

秋を満喫！

春を満喫！
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雲
南
市
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル

公
演
情
報

 
雲
南
市
の
桜
ま
つ
り
で 

　
　
　 

人
力
車
が
走
行
し
ま
す 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
例
年
４
月
上
旬

に
開
催
す
る
「
雲
南
市
桜
ま
つ
り
」

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
木
次
駅
前
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花
火
大
会
）

を
中
止
し
ま
す
。
例
年
ど
お
り
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
ぼ
ん
ぼ
り
、
臨
時

駐
車
場
、
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
お
越
し
の

際
は
衛
生
対
策
の
徹
底
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　

（
問
い
合
わ
せ　
雲
南
市
観
光
振
興
課

０
８
５
４

－

４
０

－

１
０
５
４
）

２
０
２
２
雲
南
市
桜
ま
つ
り　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
中
止

４
月
１
日（
金
）
～
４
月
３
日（
日
）
９
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
3
日
の
み
15
時
ま
で

日 時

20
分
４
，
０
０
０
円
（
一
組
2
名
ま
で
）

※
1
名
で
も
同
一
料
金
、
未
就
学
児
は
１
名
ま
で
同
乗
可
。

料 金

Ｊ
Ｒ
木
次
駅
前
（
雲
南
市
木
次
町
里
方
26

－

１
）

（
問
い
合
わ
せ
：
雲
南
市
観
光
協
会

　

電
話 

０
８
５
４

－

４
２

－

９
７
７
０　

※
予
約
可
）

場 所

※走行日当日の交通状況によって走行ルートを
　変更する可能性があります。

人力車走行ルート（木次駅前発着）

予約用
QRコード
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「うんなんエリア×うんなんフォト展」
を開催しました

―受 ―賞 ―作 ―品 ―

#おうちでうんなん
フォトコンテスト２０２１

　雲南市「ワイナリー奥出雲葡萄園」の地下ギャラリーにて 2月３日

から２月 28 日までの間、写真展を開催しました。今年度開催した

「#おうちでうんなんフォトコンテスト」の受賞作品を中心に、雲南地域

の観光パンフレットなども展示しました。受賞作品は、「うんなんエリア

観光情報」のホームページでも紹介しています。

 門脇 正晃 さん 
雲南市　大東町山王寺地区

田植え前に水を張られた田んぼへの見事な映り込み、

この時期の日の出の時だけのとっておきの風景です。

 高橋 直紀 さん 

雲南市　
さくらおろ

ち湖

夕暮れに
赤く染ま

った空が
とてもき

れいでし
た。

 Jun Matsumoto さん 
深野神楽保存会

いつもながら素晴らしい神楽でした！

 @miharu.386 さん 

雲南市　八重滝

マイナスイオン
をたっぷり浴び

て、自然の「涼
」で夏

を満喫！冷たく
透き通った水に

足をつけるだけ
でもと

ても気持ちいい
ですよ♪


